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評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870104514
「笑顔のある生活」という理念の基、日々お世話をさせていただいています。ホームは静かな住
宅地で田園に囲まれ、併設のデイサービスとは、廊下を経てつながっており、行き来が自由で
開放感がある作りになっています。趣味や行事などデイサービス利用者様と一緒に活動するこ
とが出来ます。中庭や玄関には季節の花や野菜を作って楽しんでいます。散歩やドライブ、買
い物なども出来る限り取れいれています。日々、お一人お一人に安心して楽しく暮らしていただ
けるよう努めています。

法人名 医療法人慈孝会

事業所名 グループホームふくずみ

所在地

●食材は、法人でまとめて地域の商店等に注文して届けてもらっている。事業所の畑で採れた野菜も食
材として使用しており、調査訪問日はゴーヤとプチトマトを採り入れておられた。ゴーヤはジュースに入れ
る等、人気の食材で利用者は「夏の味がする」と話しておられた。管理者は「温かいものは温かく、冷たい
ものは冷たく」して利用者に提供することを大切にしており、冷たいそうめん汁の中には、氷が浮かべて
あった。先日、そうめん流しをした際には、利用者がそうめんを流すことにも挑戦して楽しまれたようだ。初
めてハンバーガーを食べた時は、チラシを見てお好きな物を利用者個々に選んでいただいき、「美味し
い」と好評だったようだ。体重が増加している方や糖尿病の方のために、炭水化物の摂取を少なめにして
いる。利用者のお一人が、職員と台所で食事を作り、食後、食器の片付け等も行っておられた。

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

平成26年7月14日訪問調査日
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愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

松山市福住町甲616-1

自己評価作成日 平成26年6月30日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどない 4. ほとんどない
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

評価完了日 平成26　年　　6　　月　30　　　日

(ユニット名） グループホームふくずみ

記入者（管理者）

氏　名 田淵文

事業所名　 小規模多機能施設ふくずみ

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

地域密着を踏まえた理念としており、ミーティングや会議等
に全員で復唱し、共有・実践に繋げている。問題があったと
き理念に立ち返ることで方向性が見え、解決に繋がってい
る。

(外部評価)

昨年9月に管理者の交代があり、全職員で話し合い「笑顔の
ある生活」という新しい理念を掲げられた。管理者は、「自分
たちが笑顔でなければ、利用者の笑顔も引き出せない。笑
顔を引き出す雰囲気作りをしていこう」と職員に話されてい
る。理念を実践につなげるために、「利用者さんを第一に」
「優しく、思いやりのある行動をする」等、事業所としての行
動指針も作っておられる。事業所理念・行動指針、法人の行
動指針は、毎日、朝夕の申し送りで復唱されている。新しい
理念は、昨年の家族会でご家族にも説明された。

(自己評価)

運営推進会議などに地域の人に参加していただいている。
地域の祭りなどにも参加している。また消防訓練時には近所
の方にも参加協力を呼びかけている。日常的には買い物・
散歩・ドライブ等により交流に努めているが、まだまだ少ない
と思う。

(外部評価)

昨年より、月に1度、中山町の道の駅が出張して来て、事業
所駐車場にテントを張り「中山物産展」を開いている。初回
は、30軒ほどの近所にチラシを配布し、2回目からは、テント
内に次回の開催日を貼り出しており、利用する近所の方が
事業所を見学することもある。年3～4回、保育園児の訪問が
あり、太鼓の演奏等をしてくれ、利用者は子ども達とのふれ
あいを喜ばれている。散歩で小学校まで行き、運動場で児
童の様子を見ることもある。

管理者は、今後、「地域の方との関わりを深めていきたい」と
考えておられる。又、「近所の方がコーヒー飲ませてと、気軽
に寄ってくれるような事業所作りや認知症カフェの取り組みも
してみたい」と話しておられた。

(自己評価)

運営推進会議や家族会など地域の人々の参加があり、認知
症の人の支援の方法や理解をしていただけるよう働きかけて
いる。年間目標にも掲げ事業所として認知症の人の理解に
ついて発信できるよう努めていきたい

3

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

特定非営利活動法人JMACS



グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

各利用者の状況や行事・レクリエーション、防災訓練、ヒヤリ
ハット、事故防止対策、外部評価の取り組み報告等行い、意
見を頂きサービス向上に活かしている。

(外部評価)

会議は、併設する小規模多機能事業所と合同で開催されて
いる。場所は小規模と交代で、ご家族や利用者が参加する
こともある。民生委員の方が毎回参加してくれており、地域の
防災士でもあることから防災に関する知識や地区の取り組み
等を教えてくれている。市の担当者の方等に参加していただ
けるよう、会議は平日の月曜日に行うことが多いようだ。

地域のいろいろな立場の方や多くのご家族に参加していた
だけるよう、会議の案内方法や内容の工夫について話し
合ってみてほしい。いろいろな方から意見をいただき、事業
所のさらなるサービスの質の向上につなげていかれてほし
い。

(自己評価)

運営推進会議などのアドバイスを受けている

(外部評価)

市の担当者や地域包括支援センターの職員に、運営推進
会議に参加していただいている。他施設で感染症等が流
行った時は、「日頃の体調チェックが大切」とアドバイスをい
ただいた。又、研修の案内をしてくださることもある。書類の
提出等で利用者と職員が市役所に出向いた時には、利用
者に気軽に声をかけてくれることを事業所ではうれしく思って
おられた。

(自己評価)

「指定基準における禁止の対象となる具体的な行為」を掲示
している。普段は玄関を開放しているが、精神状況に応じて
必要と判断した場合一時的に施錠をしている。研修やミー
ティングなどにも参加し理解を深め職員全員で取り組んでい
る。
(外部評価)

前回の外部評価時、ベッドを壁につけ、ベッド柵を2点付け
ている方がおられたが、その後話し合い、ベッドを低床にし
たり、床にマットレスを敷く等しており、見守りも強化して、現
在は1点柵で対応しておられる。玄関に出る扉には、鈴が付
けてあり、扉を開けると「チリンチリン」と鳴るようになってい
る。ひとりで外に出ようとする利用者には、職員が一緒に散
歩に出たり、付き添うことが難しい時には、お気に入りのビデ
オを見てもらい気分転換できるよう支援されている。

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

研修に参加し、勉強会を行っている。高齢者虐待防止法を
掲示し、常に意識してケアにあたり、防止に努めている。虐
待が見過ごされないよう職員間で日ごろから話し合ったり、
点検している。

(自己評価)

現在後見人等の利用をされているかたはいないが、制度を
理解し、ケースに応じて利用していく。研修報告会に参加し
資料に基づいて学んだ。

(自己評価)

契約前から見学や説明等随時行い、契約時にも十分説明
し、理解、納得していただき、快適に安心して生活していた
だけるように努めている。

(自己評価)

玄関前に意見箱を設置している。年に1～2回家族会を持っ
ている。また月々の支払い時や面会時などにも意見や要望
を言っていただけるよう配慮している。

(外部評価)

昨年9月敬老会を兼ねて家族会を開催された時は、6名のご
家族の参加があった。併設デイサービスでボランティアによ
る日舞を観ていただき、その後、利用者と職員が一緒に作っ
たフルーツポンチを食べながら、職員の紹介やご家族にも
自己紹介をしていただいた。昨年12月より、併設する事業所
合同で年2回「ふくずみ日和」を発行するようになり、ご家族
の来訪時に配布されている。利用料金を持参いただく際に
は、「何かないですか」と意見をうかがうが、ご家族は「お任せ
します」との言葉が多いようだ。

さらに、利用者個々の暮らしぶりや事業所の取り組み等につ
いてご家族に具体的に知ってもらったり、一緒に活動する機
会を作り、意見や要望を引き出す場面作りに取り組まれてみ
てはどうだろうか。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

日常のケアの中で提案や疑問、意見などを率直に話し合い
ながら行なっており、月に1度のミーティングや運営委員会で
更に意見が反映されるよう努めている。また個人面談を実施
し、職員同士の関係性やストレスなど適宜行っている

(外部評価)

管理者は、職員に「アイディアをどんどん出してほしい」と話
しており、職員から出た意見は「まずやってみる」ことに取り
組み、「1回失敗しても、またやってみる」こともある。5月か
ら、併設する事業所と合同で、月に1度勉強会を行っており、
職員が交代で講師を務め取り組まれている。

(自己評価)

事務長が年2回面談を実施し意見や要望を聞き意思の疎通
を図っている。代表者等が昼食を一緒にとることで現場の状
況把握をしている。

(自己評価)

グループホームの目標として年に1回は外部研修に必ず参
加することをあげている。より質の高いケアに努め、職員一人
一人の持ち味を引き出して活かせるよう努めている。実践者
研修など随時参加してもらえるようにしている

(自己評価)

法人内の勉強会を積極的に行っており、交流も図っている。
相互間の訪問を行うことで、部署間の働きも理解し合い、より
良い連携を築けるよう努めている。行き詰った時など見学や
相談などさせてもらっている

(自己評価)

本人や家族からの聞き取り、医師や関係スタッフからの情報
提供・意見書・看護介護要約等からの情報の把握に努め、
本人をよく知り今までの生活を出来るだけ維持する事で安心
して暮らして頂けるよう努めている。一週間以内でプランを立
て統一したケアをしている。

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

特定非営利活動法人JMACS



グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

入居される前から見学してもらい、情報交換し合う。入居後
は本人が安心して暮せるよう出来るだけ来所して頂き、安心
して頂けるよう関係作りに努めている。随時不安や、要望を
聞き家族にも安心していただけるように努めている。

(自己評価)

本人や家族、関係機関のの声を聴き診療情報提供・看護介
護要約・意見書等から必要な支援を見極めるよう努めてい
る。必要に応じ他のサービスについても説明・案内をしてい
る。

(自己評価)

これまでの人生で培ってきた経験や知識などを教えていた
だいたり、出来る限りできることを提供し、共に楽しみ暮らせ
るよう努めている。

(自己評価)

できる限り家族との交流が持てるよう、声かけや状況報告を
し、面会・行事等に一緒に参加してもらえるよう呼びかけてい
る。また家族での外出や外食などにもしていただいている。

(自己評価)

馴染みのある人や物などを知る。ご家族に協力を得、使わ
れていたタンス・写真・小物などを部屋に、持ってきていただ
いたり馴染みの方に連絡や面会に来ていただいたりしてい
る。また懐かしい場所などをお聴きし、ドライブなどに出かけ
たりしている。

(外部評価)

利用者は、法人デイサービスや小規模多機能事業所を利用
していた方が多く、合同のレクリエーション時には、「あんた
どっかで会ったなあ」等と声を掛け合う場面もあるようだ。友
人や知人が訪ねて来られる際には、居室でゆっくり過ごして
いただけるよう気配りをされている。利用者個々の生まれ
育った場所等に皆でドライブして海を見たり、道の駅でおや
つを食べたりすることもある。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

個々に応じたライフスタイルを尊重しながら、行事や外出時
には共に暮す仲間として関係性や席などを配慮し関わりを
深めれるよう努めている。普段の日でも挨拶やちょっとした会
話が増えてきているように思われる。更に和が保てる関係作
りに努めていく。

(自己評価)

サービスが終了しても、本人を訪問したり、関係者に情報を
もらったりして経過をフォローできるように努めている。一時
的な入院後の相談や施設等の連絡調整にも応じており、関
係を継続していけるよう支援している。

(自己評価)

日々のケアの中で、言動や表情の中から、その真意を図り、
確認するようにしている。意思疎通困難な方には、家族にも
情報を得るようにしている。更に、一人一人の意見を反映で
きるように表情やしぐさなど汲み取るように努めている。

(外部評価)

入居時に、利用者個々の基本情報として「本人の希望」「家
族の希望」「職歴」「出身地」等を聞いておられる。現在「誰が
いつ見てもわかるように」センター方式のシートを用いて、情
報収集に取り組んでいるところである。

(自己評価)

部屋になじみのタンスや椅子などを持ってきていただき、家
で生活していた環境と同じように安心して生活できるように努
めている。また、家族の写真や手紙など部屋に飾ることによ
り、安定した生活を図っている。本人や家族、医師(情報提
供・意見書・看護介護要約等)からの情報の把握に努めてい
る。

(自己評価)

できるできないことを把握し経過の把握に努める。センター
方式など利用し残存機能を生かしていく

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

3ヶ月ごとのカンファレンス、3～6ヶ月ごとのモニタリング、変
化があるときの見直しを行っている。本人家族、主治医、職
員の意見や情報を取り入れるように努めている。職員全員で
の話し合い・介護計画の作成を行っている。毎日の終礼時
にも変わったことなどあれば話し合いを行っている

(外部評価)

月に1度、職員ミーティング時にモニタリングを行い、3ヶ月毎
の計画の見直しにつなげておられる。介護計画は、基本的
にご家族の来訪時に見ていただいて、利用者個々の担当職
員が説明することになっている。事業所では、今後「介護計
画に沿った経過記録」についても取り組みたいと考えておら
れた。

今後、暮らし方の希望や意向、思い等について介護計画に
採り入れ、利用者一人ひとりがその人らしく暮らし続けるため
の支援に工夫を重ねていかれてほしい。

(自己評価)

介護計画に基づいた日々の個別記録に努めている。情報
共有の徹底のため重要事項は伝達簿も活用している。これ
らを介護計画の見直や実践に活かしている。見てわかりや
すい記録を書くために、書式・書き方など検討中である

(自己評価)

買い物、外出、ドライブ、散歩、デイサービス合同レク等一人
一人のニーズに応えれる多機能化に取り組んでいる。

(自己評価)

小学校や保育園との交流、地域の店や自然・行事等楽しむ
ことで協労をを図っている。(神社・教会・浜辺・夏祭り・花火・
いのこ・秋祭り・スーパー・個人の店等)

10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している

27
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

本人や家族の希望・要望を重視し、必要にに応じた病院の
受診に努めている。協力医療機関として福角病院、光洋台
歯科（必要時往診又は受診）があり、月2回の訪問診療と必
要時、受診できるよう支援している。

(外部評価)

利用時、ご家族には、法人医療機関は往診があり、24時間
連絡を取ることが可能であることを説明し、ほとんどの方が法
人の協力医療機関に移行しており、月2回、往診がある。緊
急時等、24時間の往診対応は難しいようであるが、電話で指
示を仰ぎ対応されている。他医療機関がかかりつけ医の方
等、他医療機関受診は、基本的にご家族が付き添って支援
されている。歯科の訪問診療を受けられるようになっている。

(自己評価)

看護職員を配置しており、常に利用者の健康管理や、状態
変化に応じた支援を行えるようにしている。２４時間体制で小
規模多機能施設内の看護職員と連絡を取れるようにしてお
り、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるようにし
ている。

(自己評価)

入院された際には、情報提供を行い、入院後は病状を把握
できるよう面会や連絡をとるようにしている。早期退院に向け
て、主治医、病院関係者と密に情報交換し、家族との調整も
行っている。

(自己評価)

終末に対する見取りの指針を定め、事業所が対応しえる最
大のケアに努めている。本人・家族の希望を重視し、主治医
と密に連絡を取りながら方針を共有し事業所でできることを
行っている。

(外部評価)

事業所では、入居時に「看取りの指針」に沿って、事業所と
してできることを説明されている。これまで、「できるだけここ
で」と希望するご家族もあり、終末期を事業所で過ごしていた
方もおられるが、看取り支援を行うには事業所の体制整備が
必要であるため、これまで看取り支援の事例はない。利用者
の普段の会話の中で「静かに逝きたいわい」という声が聞か
れたこともあるようだ。

管理者は、終末期のあり方について、「ご本人の一番望まれ
る形で支援していきたい」と話しておられた。そのためには、
ご家族の協力や職員の意識統一が必要と考えておられた。
又、夜勤職員が、夜勤専門であることから、夜間の体制作り
等も不可欠のようだ。ご本人やご家族の意向に沿って、最期
まで支援ができるような体制作りへの取り組みを期待したい。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

急変時や事故に備えて救急法やAEDの講習を受けている。
心肺蘇生法のポスターを目に付きやすいところに掲示して
復習している。いつでもすぐに行えるよう訓練や講習時だけ
でなく勉強会や日々の生活の中で備えていきたい

(自己評価)

防災訓練を消防署より来て頂き年に2回実施している。利用者・家
族・職員・運営推進会議の地域の方に参加を呼びかけ参加してい
ただいている。また運営推進会議などのときに防災について話し合
いをし、環境面・協力体制など連携を図っている。地震マニュアル
も作成した。備蓄においても事業所全体で考えていきたい

(外部評価)

避難訓練は、併設する事業所と合同で行われている。5月に消防
署の協力を得て、夜間の火災想定で避難訓練を実施した際には、
車椅子を利用する方の就寝中の避難方法について、車椅子に移
乗するより、「敷布団のまま引っ張る方がいいのではないか」とアド
バイスがあった。避難時の協力は、近所の方3名にお願いしている
が、今回の訓練には参加は難しかったようだ。昨年度、法人で「地
震対策マニュアル」を作成された。津波警報が発令された場合、地
域の小学校が避難場所となっており、今後は小学校までの避難経
路を検討することになっている。備蓄については、今年度事業所内
に整備する計画がある。

(自己評価)

個人情報保護、プライバシーの保護について、方針を掲示
し、常に意識できるようにしている。十分な説明を行い、同意
書を頂いている」。丁寧な言葉かけをし、職員同士の会話に
おいても十分注意している。

(外部評価)

管理者は「馴染みのある方言は大事に」しながらも、「利用者
は人生の先輩であり、基本は敬語」で対応する等、「言葉遣
い」に気を付けるよう職員に話しておられる。希望を声に出
すことが難しい方には、例えば、服であれば「どちらを着られ
ますか」とご本人が選べるような支援に努めておられる。

(自己評価)

利用者に合わせて声かけし、あせらさないで、本音をできる
だけ言えるよう配慮している。意思表示が困難な方には表情
や個人を知ることでくみ取れるよう努めている。日常、些細な
ことでも本人が決めれるようにしている。(食べ物・衣類・居場
所)

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

35
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

今までの生活習慣や一人一人の体調に配慮しながら、その
日その時の本人の気持ちを重視し、他者との関係や、全体
の状況を踏まえた上でできるだけ柔軟に対応してる。一人ひ
とりの個性やペースを大切にした支援を心がけている。

(自己評価)

その人の好みや似合うものを選び、身だしなみや、おしゃれ
に無関心にならないように、手洗い時、起床時や入浴後など
鏡も利用して、身だしなみ、おしゃれを楽しんでいただいて
いる。カットや、爪きり等にも配慮している。

(自己評価)

畑で収穫したり、買い物に行ったり、準備や片付けも一緒に
行い会話をしながら食事を楽しんでいる。バーベキューやそ
うめん流しなど行い食事を楽しめるよう支援している

(外部評価)

食材は、法人でまとめて地域の商店等に注文して届けてもらってい
る。事業所の畑で採れた野菜も食材として使用しており、調査訪問
日はゴーヤとプチトマトを採り入れておられた。ゴーヤはジュースに
入れる等、人気の食材で利用者は「夏の味がする」と話しておられ
た。管理者は「温かいものは温かく、冷たいものは冷たく」して利用
者に提供することを大切にしており、冷たいそうめん汁の中には、
氷が浮かべてあった。先日、そうめん流しをした際には、利用者が
そうめんを流すことにも挑戦して楽しまれたようだ。初めてハンバー
ガーを食べた時は、チラシを見てお好きな物を利用者個々に選ん
でいただいき、「美味しい」と好評だったようだ。体重が増加してい
る方や糖尿病の方のために、炭水化物の摂取を少なめにしてい
る。利用者のお一人が、職員と台所で食事を作り、食後、食器の片
付け等も行っておられた。

(自己評価)

10時15時にはおやつの時間を設けている。。栄養摂取状況
においては個人ファイルに摂取量を記入している。また必要
に応じて水分チェックも行なっている。

(自己評価)

毎食後の歯みがき等の声かけを行い、職員が見守り、必要
時介助を行なっている。就前に義歯をはずしポリデントにて
洗浄を行なっている。食事前にも出来るだけうがい等行なっ
ている。

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

それぞれの残存能力や状態を考慮しながら、オムツに頼っ
てしまわないようできるだけトイレでの排泄を促している。トイ
レの訴えのない利用者にも、時間を見計らって誘導してい
る。

(外部評価)

事業所では「おむつに頼らない」排泄支援に取り組まれている。利
用当初は紙パンツを使用していたが、失敗が少なかったことからま
ず布パンツにパッドで対応し、現在は、布パンツのみで過ごせるよ
うになったようなケースがある。夜間ご本人の心配もあり、ラバー
シーツを使用していたが、ベッド側にポータブルトイレを置くことで
安心できて、ラバーシーツの必要がなくなった方もいる。

(自己評価)

水分補給や食事やおやつなどに乳製品を取り入れるなど、
便秘予防に努めている。出来るだけ自然に排泄が出来るよ
うに心がけているが、必要時には下剤や浣腸等の指示を受
け対応している。

(自己評価)

その日の利用者の希望や、体調を考慮し入浴を行なっている。一
人一人の要望、状態、タイミング、湯の温度、入浴剤等好みに合わ
せて、気持ちよく入浴を楽しんでいただいている。（夜間帯はスタッ
フ不足のため出来ていない。曜日は関係なく2～3日に1回、必要
時連日も可）

(外部評価)

日曜日以外は、毎日入浴の準備をされている。利用者一人ひとり
にゆっくり入浴していただけるよう、１日3名ずつを目安にしており、
利用者は2～3日に１度の入浴となっている。利用者個々の好みの
BGMを流したり、数種類の入浴剤を用意して選んでもらい、色や香
りを楽しめるよう支援されている。浴槽は家庭用の浴槽で、浴槽を
またぐことが難しい方には、職員が2人介助で対応して、湯船で温
まることができるよう支援されている。畑仕事の後、シャワーを浴び
る方もある。現在、利用者から夜入りたいという希望はないようだ
が、基本的に午前中の入浴のため「朝入るんかな」と言われる方も
あり、職員は「夜間の入浴も支援したい」と話しておられた。昨年、
脱衣室に冷暖房のエアコンを設置された。

(自己評価)

日中の活動を検討し生活のリズムを整えている。今までの習
慣を考慮し、一人一人に合った、休息や睡眠を支援してい
る。また室温、照明等も、個々に合わせている。安心できる
会話、ホットミルク、マッサージ、足浴、必要時眠剤を服用し
ている。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

服薬マニュアルを作成している。誤飲、飲み忘れなどないよ
うに、服薬する際には必ず最低3回の確認をしている。特に
処変時等は状態の変化の確認、記録、報告に努めている。

(自己評価)

強制や負担にならないよう、本人の気持ちを重視して対応す
るよう努めている。一人一人の楽しみ事など話をお聞きしで
きるだけ添えるよう支援している

(自己評価)

一人一人の希望や必要、天候や状況に応じ、、季節や外気
を肌で感じていただけるように、野菜の収穫、日光浴、花や
夕陽を見る、風に当たる、散歩、ドライブ、買い物等支援して
いる。お墓参り、薔薇園、道の駅、県外の兄弟宅等関係者の
協力を得て外出している。

(外部評価)

天気のよい日は、事業所の周辺を散歩しており、散歩に気
がすすまない方は、事業所の畑でひなたぼっこをしたり、玄
関前に出て外気にふれることができるよう支援されている。
石手寺や公園までドライブしたり、最近では北条の道の駅ま
で海を見ながらドライブして、アイスクリームを食べ過ごされ
た。出かける時は、しぶしぶ参加する方もあるが、帰りには
「来てよかった」と喜ばれるようだ。

(自己評価)

現在はほとんどの方が事務所で職員が管理している。数千
円自己管理されている方もおられる

(自己評価)

希望や必要に応じて電話をしたり手紙を書いたりしていただ
いている。家族との関係がよりよいものとなれるように努めて
いる。

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

48

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

47

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

50
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グループホームふくずみ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

玄関やリビングなどは季節感を感じていただけるよう花など
を飾っている。日勤帯・夜勤帯で掃除を分担、汚れたらその
都度こまめに掃除し、清潔で快適に生活していただけるよう
努めている。冷暖房、照明、消臭、換気等、工夫調整してい
る。

(外部評価)

調査訪問時、テレビの前に座って観る方や少し離れた場所のソ
ファでくつろぐ利用者の様子が見られた。居間の壁には、行事の写
真や季節の壁画、利用者の習字の作品が飾られていた。居間の一
角にある畳コーナーからは、事業所の畑が見え、なすびやプチトマ
ト、ゴーヤ、きゅうり等が生っており、利用者と職員が一緒に収穫す
ることもある。廊下のつき当たりの窓からは、稲の成長を見ることも
できる。テーブルと椅子が置かれてあり、「図書コーナー」も設けら
れていた。午後からは、七夕の飾りつけをされており、利用者と職
員が一緒に七夕の話をしながら、天の川等の飾りを作っておられ
た。

(自己評価)

玄関にベンチ、リビングにソファなどくつろげる空間を作って
いる。花や写真、置物、本などを置き、居心地のよい空間作
りに努めている。また車椅子も動きやすいよう、家具等の配
置を考慮している。

(自己評価)

出来る限り本人の好みや馴染みのものを持ってきていただ
き、居心地よく過ごせるように努めている。また、家族の写真
や陶芸や書道等の自作の物を飾っている。

(外部評価)

各居室には、洗面台が設置してあり、電気カミソリやヘアブラシ、化
粧水等が置かれていた。テレビを持ち込んでいる方もある。お気に
入りの雑誌や小説等を置いて、部屋で読まれる方もある。出窓には
ご家族の写真、ご家族が持って来たぬいぐるみや造花を飾ってい
る方もある。壁には、ご家族との写真や、ご本人の若い頃の写真を
貼ったり、猫がお好きな方は猫のポスターを貼っておられた。書道
が得意な方は、作品や「笑顔」「やる気」等、ご本人が目標とするこ
とを書いて貼られていた。

(自己評価)

各々、出来ること出来ないことを随時見極め、状況にあわせ
て環境整備に努めている。混乱や失敗が生じた場合、その
都度職員と話し合い、不安や迷いを取り除き安全で安心し
て出来るだけ自立した暮らしが出来るよう努めている。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

52 19
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